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外国雑誌における価格問題
I.はじめに
昭和60年代前半からの円高･ドル安状態の中でも､
外国雑誌･図書が値下がりせず､円高差益のメリッ
トを受けていないという研究者の声は､我々図書館
員に直接あるいは間接的に届いている｡医学系図書
緒の中小資料である外国(学術)雑誌においでは､
雑誌そのものの値上がりもあるが､その他にも様々
な要因が価格の決定に影響し､その結果､高い買物
と荏つ.ている場合もある｡そこで外国雑誌を巡る状
況と自館を含めた図書館側の対応を見ながら､価格
問題の今後について考えてみることにした｡
II.雑誌価格を巡る状況
1.価格の高騰
毎年､ Library Journalに"Price Index for U.S.
Periodicals''が発表されるが､ 1991年(第31回)に
よると(表1参照)､医学雑誌(Medicine)の平均価
格は249.94ドル(本学換算レート､ Irル-148円(以
下同t)として､約37,000円)､前年比14.7%アップ
で､どちらも主題別ランクでは3位である｡全体の
平均が104.36ドル(約15,450円)で､ ll.7%アップ
であるから､医学雑誌がかなり高騰していることが
わかる｡この10年間の変化では､ 1982年の19.1%､
1988年の6.7%があるが､毎年10%前後の値上がりと
なっている｡また1977年の平均価を100(51.31ドル,
7,594円)とすると､タイトル数の変化が苦手あるも
のの､ 1991年は487.1 (249.94ドル､ 36,991円)とな
り,15年間にほぼ5倍の値上がりとなっている｡尚､
全体では424.4､理工系､自然科学系に値上がりが目
立っている｡ I)
雑誌価格の値上がりは避けられないにせよ､ドル
建てものの割合が多ければ､円高のメリットで相殺
されることもあるが､大手出版社のPergamon社は､
円高･ドル安傾向が強まっていた1987年に､円に対
して安定した力を維持していたマルクに原価を変更
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した　く図1参照)｡田村らの調査では､ドル･ベース
` (2.2マルク- 1ドル換算)､で平均40%以上の値上げ
となっている｡またディスカウント率をさげろとい
う出版社もあった｡このような価格政策の変更のた
め､当然得られるはずの差益が消えただけでなく､
値上がりを受入れなければならなかった｡ 2)3)
出版社側では価格の設定について､どう考えてい
るのであろうか｡ヨーロッパの代表的な学術雑誌出
戚社エルゼビア社の考えでは､ジャーナルのレベ
ル･アップを考慮し､700誌の発行計画を慎重に検討､
発行ぺ｢ジ､冊数が決定･."承認された時点で､印刷
代や人件費等を含めたインフレーションを加味して
決定しているが､商業出版社ゆえ､学会誌などにあ
る論文掲載料等のジャーナル収入源がないことなど
も影響しているということである｡ 4)
2.差別価格
差別価格(DiHerential pricing, Disとriminating
pricing)は､勘販社が購読対象･地域によって価
格を送別するもので､学会誌における会員･非会員
の差が一般的をものだが､この他に掴人と機関･団
体によるものもあり,地域的なものでは国内と国外
といった具合にそれぞれ価格設定されている｡国外
価格の中には地域を細分する以外に､支払通貨の指
定まで行う場合もある｡ J.B.Lippincott社では日本
向価格を設定し､ ｢Yenj　を支払通貨に指定してい
る(図2参照)｡ 5)6)
IFLA (国際図書結連盟)の収集･交換分科会では､
1987年以降､この差別価格問題を重点課題として取
り上げ､ 1988年と"1989年に世界的規模のアンケート
調査を行った｡調査対象は国立･大学･議会図書館
を中心に､ 99か国639館で､回答は52か国247館(回
収率は38.6%)､日本は17錆が対象で､回答館は国立
国会図書館､東京大学附属図書緒など6館であった｡
内容が不明なので判断は難しいが､回答が少ない感
は否めない｡この調査については､ 1989年のIFLAパ
リ大会で車輌報告､ 1990年のストックホルム大会で
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最終報告がされたが､それによれば科学技術分野の
コア･ジャーナルを中心に､個人の10-15倍､ 16倍
以上の､法外とも言える団体価格を設定する出版社
があり､地理的条件の差別価格では､大図書館の場
合で年間20-30万ドルの損失に達すると推測され､
11%の図書館が予算に負担がかかっているという回
答である｡個人と団体の菱別価格は許容範囲であれ
ば認める図書錆はあるが､地理的条件については､
ほぼすべての館が反対している｡ 7)8)
この姜別価格について日本国内で噂どう捕えてい
るのだろうか｡国立大学図書館協議会(国大圏協)
外国出版物購入価格問題調査研究班の報告書に､姜
別価格の一部について紹介されている｡サンプル数
が少ないと断っているが､個人と機関で1.2-3.2倍､
国内と国外で1.1-1.6倍となっている(データは
1989年の出版社カタロク章二よる)｡ 9)国公私立大学図
書館協力委員会(国公私大圏協委)でも､ 1990年t=
｢差別価構問題｣ワーキング･グループ(価格問題W
G)を設置し､地理的条件によ.る価格差に限定して､
医学･理工学分野の主要303誌(106社)を対象に､
1990年の予約購読価に基づいて弱輩を行った結果､
IFLA調査による二重価格体系が確認されている｡10)
姜別価格について出版社側は､団体･図書館など
では共同利用が前提で､コピーによる利用もあるた
め,複数の購読者と定義され､団体価格の適用とな
ち(利用頻度は7部購読と同じという意見もある)｡
また科学技術･医学系の雑誌は､個人よりも団体価
格によって維持されているとして､その価格をノー
マルと考えているという声もある｡結局,共同利用
が増えることで購読部数が減り､その結果が価格上
昇につながり､個人価格よりも団体価格に影響して
いると｢いうことである｡一万､.地域差については送
料･手数料といった基本的なものの他に､保管料､
販売促進､顧客サービス､通貨のインフレ防止など
が挙げられているが､日本の場合､未着クレームの
発生率が群を抜いて高く､この処理に経費を要する
という点もある｡様々な要因が出されているが､そ
の背景は円高､自国通貨の下落､インフレ格差であ
る｡ ll)12)だが吉江は､日本と･いう売手市場での､外国
出版社による思惑的な価格設定が考えられること､
自国通貨の下落の問題は為替を変更する支払側に発
生する問題であるとして､これらの理由は妥当でig,
ないと分析している｡ 13)
3.総代理店契約(円建てもの)-の問題
国内の代理店が外国出版社との間に販売代理店契
約を結んで円による販売定価を設定する雑誌や図書
を通称｢円建てもの｣ ｢代理店(Agent)もの｣など
と呼んでいる｡特に総代理店契約となると､販売権
を独占することになり､総代理店が決めた価格に
よって販売される｡我々図書館側にとって､この価
格決定は原価の把握が難しい上に､価格に販売リス
クなどの諸経費も加算されることが多古ため､価格
が高くなる傾向が見られる｡前出の国大圏協の報告
書によれば､ 1980年に460タイトルだったものが､
1987年には2,500タイトルに急増していて､平均単価
は55,000円､外貨建で雑誌の1.34倍となっている｡14)
同時期の谷口の論文では､雑誌を抜う代理店は25社､
50藷以上扱うのは5社でシェアは9割以上､上位2
社で8割を超え､また総代理店は13社､対象は約150
団体であるという｡ 15)この円建てものは不透明感が
強いため､購読側からの不満の声が多い｡事実､国
大圏協も価格問題WGも円建てものと総代理店制度
を問題視し､改善-の提言を行っているほどである
し､現場からの批判も出ている｡ 16)17)的
代理店側の説明として湊は､円建ての設定理由と
しては､
1.出版社側か円決済を諦める
2.日本の総代理店が自社設定の換算レートで円
価格を設定する
3.日本の総代理店が卸売販売のみ行う
の3点に大別される｡問題が大きいのは2の場合だ
が,販売にあたっては各代理店で独自のサービスを
行っているケースが多く､外国価格との比較は単純
ではないとしている｡代理店側からすれば,円建て
ものは不当な換算でもなく､必ずしも高くないとい
うことである｡ 19)
いかにも｢円建てもの｣という雑誌を紹介しよう｡
図3は米国のある学協会語の予約購読の情報源であ
るが､何故か｢日本:価格は外貨表示とiは関係なく
国連｡｣という日本語がある｡団体価格も学協会誌の
ためか不明ゆえに､たとえ代理店の価格が適正だっ
たとしでも､この様な行為は購読者の不信感を助長
するだけであろう｡
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皿　図書館界の対応
これまでに述べてきた状況の中で､図書館界はど
う対応してきたであろうか｡国大圏協では並行輸入､
外資系企業の参入を含めた競争原理の導入を提言し
ている｡国の会計制度は単年度主義､後払いの原則
のため,外国雑誌の契約条件である前年前払いが不
可能という制約があるため,私立大学に比べ､外資
系企業の導入はかなり遅れていた｡しかし近年に
なって日本支社の開設や制度上の制約を許容すると
いった動きが見られ､国立大の導入も増えている｡
外資系企業の参入は､並行輸入による円建てものの
切崩し,すなあち価格引下げに期待する傾向が強く
見られる｡ 20)
私立大学では､上智大学が1950年から海外業者-
の直接発注を行っていて､予算の節約に効果を上げ
ているし､ 21)22)石油ショック当時の不況時にあって
海外代理店-の発注を開始した錆など､経費節約を
理由に海外発注を行った事例は多く見られるが､そ
の結果は必ずしも良好とは言えず,中には国内業者
に戻した緒もある｡23)24)25)厳しい予算の中､なるべく
出費を抑えたいの万国共通の悩みであろう｡ Kruse
は､雑誌費用の節約方法として､まとめ買い､配送
方法の選択､手数料の交渉などを紹介しているし｡26)
出版国内の代理店などを利用して､国内価格で入手
する迂回購入(Buying around)を行う方法もあ
る｡ 27)千葉大学では90年から外資系代理店の導入を･
検討し､91年度購読分の円建て雑誌を中心とした388
タイトルについて､前年の価格レートを元にして,
国内総代理店各社と見積り合せを行った結果､最低
価格の合計は91年の契約額に比べ､500万円近く低い
数字が出た｡
個々の対応とは別に､図書館界の各団体も積極的
に動いてる｡日本医学図書館協会(医図協)では､
海外主要出版社に対して､ 90年12月に姜別価格撤
廃の要望書を提出､日本洋書輸入協会に対しそも文
書を送り､協力を求めている｡28)29)価格問題WGも
報告書の中で海外出版社､国内輸入業者､図書館界
に対して､調査を踏まえた要望事項を提案している｡30)
IV.おわりに
図書館財政の厳しい中､日本における外国雑誌の
販売活動も大手業者を中心にかなり激しく動いてい
る｡スエッソ社の雑誌流通管理システム(一括納品､
受入データ管理､料金体系等)の模倣とも言えるシ
ステムが丸善､紀伊国屋書店の新方式として導入さ
れ､生残りをかけた経営政策を打出している｡また
外資系の導入により､円建てものの切崩しも期待で
きる｡総代理店契約の円建てものは､たびたびある
代理店変更のトラブル(欠号､重複)や価格面等､
我々購読側にはメリットが少ないように思われる｡
実際､当館では総代理店ものの円建て雑誌に大量の
欠号が出た上に､何のフォローもないまま､代理店
が変更になったことがある｡企業ゆえに確実な利潤
追求は止むを得ないところだが､双方にとって､必
ずしも良い結果をもたらさないことに気付いてもら
いたいものである｡
日本国内の状況は､これまで述べてきたように､
以前より購読者側にとって良い条件が揃いつつある
が､外国出版社独自の差別価格がクリアされた訳で
はない｡どのような行動が必要であろうか｡蓑田は､
Biochemcal Pharmacologyの1990年購入価額が､自
国の英国よりも米国で安い例を挙げて､``これは米国
の図書結界が戦った結果であり､最も差別を受けて
いる日本が筆頭に立って戦うべきである"と訴えて
いる｡ 31)日本の場合､ ｢経済大国Nippon｣のイメージ
が諸外国に強く､貿易摩擦の影響も少なからずある｡
また学術情報の収集は国際的な学術雑誌に依存して
いるため､国内外の業者に｢高くでも買う｣という
認識もあるだろう｡現状の厳しさを訴えていくには､
やはり蓑田の言う行動が必要である｡医図協の要望
書はその意味で一つの前進であるし､国公私大圏協
妻の行動も期待できる｡だが､もっと大きい規模で
図書館の声をまとめていくには､組織的に脆弱な部
分があるとはいえ､日本図書館協会のような包括的
な組織を動かしていくことが必要である｡加えて国
内の関係業者との対話を重ねて､彼等の側からのア
プローチにも期待したい｡そのために我々は､不正
行為(例えば個人購読で予約し,団体･機関で支払
う等)､安く買うことのみを考えるあまりに､代理店
の企業努力を無祝し(外資系に対して､この傾向が
強い)､高圧的な態度をとることなどを止めなければ
ならない｡●ぉ互いの諸事情もあり､譲歩出来ない部
分は少なくないだろう｡しかし関係者の誰もが研究
者に学術情報を提供するため､奮闘･努力している
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はずである｡時間はかかるかも知れないが､相互の
協力があれば日本の図書館界でも米国のように｢山
を動かせる｣はずである｡
尚､この論文の執筆にあたり､亥鼻分館の岩沢氏
及び本館の申垣､太田､鈴木の3氏には多くのアド
バイスをいただいた｡末筆ながら御礼を申し上げる｡
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年 倅x?eR?ｽ均価格 ?8精zb?w数 
1977 ?s(霻?^信318 112.72 ?ｨ耳耳爾R?00.0 219.7 
1983 ?sr?偵b?
1984 ???25,57 免ﾂ紕?44.7 
1985 ???37.92 湯繧?68.8 
1986 ???151.77 ???`295.8 
1987 ???69.36 免ﾂ綯?30.1 
1988 ???80.67 澱縒?52.1 
1989 ???199.22 ??2?88.3 
1990 ???17.87 湯紕?24.6 
1991 ???49.94 ?B縒ﾒ?87.1 
(* 3彊減少､ ∋彊追加;全体の87%が値上がり)
表l U.S.Periodica一s: 1977-1991(畦DICI畦)
(Price Index for U.S.Periodica一s 1991より)
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